
安全・適正就業委員会から事故発生状況についてのお知らせです。 

10 月、11 月に就業中または就業途上における事故が多く発生しました(13 件発生)。 

現時点では本年度に発生した事故の半数が 10 月～11 月に集中しています。 

傷害事故 5 件、労災事故 2 件、賠償責任保険事故 4 件、交通事故 2 件です。 

 

仕事の依頼件数も増え、寒くなり体が動きにくくなる時期ですので、 

無理せず、焦らず、油断せず、安全就業第一でご就業ください。 

 

※10 月、11 月の事故発生状況を一覧でまとめてあります。 

 安全対策の資料も事故防止のために是非ご参照ください。 



■団体傷害保険事故 　5件（就業中　4件・就業途上　1件）

事故日 年齢 性別 支部 仕事内容 傷害程度

4 11月8日 75 男
本部

宮城野
区

公園内清掃
自転車同
士の衝突

自宅近くの交差点を自転車にて帰宅途中、十
字路で近所の子供の乗る自転車と衝突して激
しく転倒。肋骨の骨折との診断。（通院中）

就業途上

5
就業中

11月8日 65 男 北部 植木剪定
背中の打

撲

ブロック塀の笠の上に乗り、チャボヒバの刈り込
みの仕上げを行っていた。乗っていたブロック塀
が不安定だったため、作業中に体勢を崩して背中
から地面に倒れた。倒れた地面にコードリールが
置いてあったため、コードリールで背中を打っ
た。（入院1週間、通院中）

3

男
本部

若林区
除草

(手刈)

就業中

11月9日 75 男
本部

若林区

唇付近を
蜂に刺さ

れた

除草作業中に本人は自覚がなかったが、唇付
近を刺され、顔が腫れてしまった。（通院1
日）

就業中

お墓・寺院
内の外廻り

清掃

左頭部の
裂傷

お墓・寺院内の外回り清掃中に、石畳につま
ずき転倒してしまった。転倒の際に左側頭部
を打ち、裂傷を負い、出血した。（通院2
日）

令和6年度 10月～11月事故発生状況について

委任・請負

事　故　内　容

事務所内の
清掃作業

左手首の
骨折

両手が塞がった状態でトイレの扉を開けよう
とし、右手に持っていたモップが扉に引っか
かり、転倒した際に左手首を骨折した（通院
中）

1 10月21日 75 女
本部

若林区就業中

2 10月21日 74



■賠償責任保険事故 　3件

事故日 年齢 性別 支部 仕事内容 相手方

■労災保険事故　2件（就業中　2件・就業途上　0 件）
事故日 年齢 性別 支部 仕事内容 傷害程度

就業中3
11月20日

72 男
本部

宮城野
区

除草
(機械刈)

発注者
依頼先

除草作業を実施中、刈りこみの
作業中に、停めてあった軽自動
車の助手席側後部座席の窓ガラ
スが破損。刈りこみの作業時は
飛び石防止ネットを張っていた
たが、複数名で作業を実施して
いたため。ネットの配置に原因
があると考えられる。

現在修理依
頼中。シル
バー保険で
対応予定。
費用:未定

2
11月18日

73 男
本部

太白区
植木剪定

発注者
依頼先

植木剪定作業中に発注者より草
刈の依頼があったため、刈払機
を使用し、庭の小石を飛ばして
しまい、発注者宅の窓ガラスを
5カ所傷つけた。さらに発注者
宅のエアコンの室外機のホース
に刈払機の刃が当たってしま
い、ホースを傷つけてしまっ
た。

1 就業中
10月9日

75 男 北部
除草

(機械刈)
発注者
依頼先

建物に飛び石対策のネットを置
いて作業をしていたが、ネット
の数は全ての窓をカバー出来る
数量があったわけではないた
め、作業位置に合わせてネット
を移動させて使用していたが、
作業に集中してネット移動を
怠ったため、半間程度カバー出
来ていなかった部分に石が飛
び、窓ガラスを破損させた。

66,440円

2

派遣
傷害

11月6日
就業中

77 男
本部

若林区

使用済レン
タル品のメ
ンテナンス

業務

背中の打撲

レンタル品の机を立て掛けたが、うまく立て掛けられ
ておらず、倒れてきてしまったため、両手で押さえた
が
押さえきれず、倒してしまい、そのはずみで後ろ側に
あった作業台に背中を強打した。（通院中）

商品説明・
店内案内業

務
1 79 男

本部
宮城野

区

左足親指の
骨折

店内でコンパネを棚に置く作業をしている途中に、利
用客から声をかけられ、コンパネを置きながら振り
返ったが、コンパネがしっかりと棚に置かれておら
ず、左足に落ちてきてしまい、左足の親指に直撃した
（通院中）

派遣
傷害

10月27日
就業中

現在修理依
頼中。シル
バー保険で
対応予定。
費用:未定

就業中

派遣

事　故　内　容

事　故　内　容 賠償金額



■保険適用外

事故日 年齢 性別 支部 仕事内容

1
賠償

10月15日
就業中

70 男 北部 植木剪定

2
傷害

10月18日
就業中

75 女 北部
寿司のパッ

ク詰め

3
傷害

10月22日
就業中

86 男
本部

宮城野
区

屋外清掃作
業

店内売り場とバックヤードの間に扉が
あるが、会員がバックヤード側で水産
部門の作業場に入る前に、コロコロで
衣類のほこり取りをしていたところ、
店内側からカートラを押した従業員が
入ってきて衝突した。

会員本人から、保険
は使用しないとの申
し出があった。
通院中。

もみじの枝を剪定していたところ、枝
の間を通っていた、発注者宅から引い
ていたカーポートの照明のケーブルに
切れ目を入れてしまった。

修理費用が10,000円
未満であったため、
保険適用なし。
費用:なし

公園内清掃業務の作業中に、ふらふら
として立位が保てなくなってしまう。
しばらく休んだが立とうとするとふら
ついて全く立つことができなくなり、
意思疎通もあやふやな状況になってし
まった。
現場リーダーの会員の指示のもと救急
車で搬送された。

内部疾患による疾病
であるため、保険適
用外。
通院：1日

委任・請負　3件

事　故　内　容 対　応

～シルバー人材センター全国統一「安全就業スローガン」～

「安全は　無理せず　焦らず　油断せず」



高齢者の労災「転倒」防止：心身機能の低下に対応した対策 

 

少子高齢化に伴う労働力の確保や社会保障制度改革が急がれる中、働く高齢者は増加し続け、それに

伴い、労働災害の発生状況に目を向けると、60 歳以上の死傷災害が全体の 3割近くを占めるなど、高齢

者の労働災害防止対策が喫緊の課題となっています。 

労働者 1000 人当たりの労働災害の発生率では、男性は 25

〜29 歳で 2.05 なのに対し、65〜69 歳は 4.06 と約 2 倍に、

女性は 25〜29 歳で 0.82 なのに対して、65〜69 歳では 4.00

と 4.9 倍に跳ね上がります。（2018年厚生労働省） 

これを災害の種類別に見ると、男性は「墜落・転落」事故が

多く、女性は「転倒」が多くなっています。 

加齢に伴い、人間の身体・精神機能は変化していきます。

年齢により、何が衰えやすく、何が維持・向上しやすいのか

を知っておくことは、労働者の安全と健康の確保のためには

重要です。 

 

 

 

◆ 筋力：歩行や姿勢の維持、重量物取扱い、工具の保持等において重要、特に脚筋力はおおむね 20-30

代から徐々に低下が始まる。 

◆ 反応時間：危険な状況の察知と回避のために重要、単純反応時間がさほど加齢の影響を受けないの

に比較して、状況の変化に対応してある操作をする、複雑な操作をする等の反応速度は顕著に低下

し、同様に危険回避のためのとっさの俊敏性も、10代がピークでそれ以降は低下していく傾向。 

◆ バランス能力：20代前半をピークに低下し、高年齢労働者では高所作業や足場の悪い場所での作業

は特に注意が必要。 

◆ 疲労回復力：夜勤後の体重回復を例にとると、20-30 代に比べて、40-50 代の労働者では、体重回復

（疲労回復）に時間を長く要する。 

 

➜ 高年齢者になるとさまざまな心身機能が低下することを十分に理解する必要がある 

 

個人差が大きいことに注意 

ここで忘れてはいけないのは、高年齢者の心身機能の低下は、個人差が非常に大きいということです。 

対策をとるに当たっては、個々人の体力や健康の状況を踏まえなければいけません。 

 

 

加齢も意識して、健康と体力づくりが大事  

高齢労働者自身が取り組むべき対策も重要です。以下のような対策を日常生活に取り入れることで、

転倒リスクを減らすことができます。 

 

 

【代表的な身体・精神機能の変化】 



 

高齢者の労災は、製造業や小売業での発生が目立ち、例えば、工場や飲食店の通路で滑って転んだり、

階段を踏み外して転落したりといった事例で、加齢に伴う視力や平衡感覚の衰えが、事故の原因となっ

ているようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分/個人でできる対策 

◆ 健康管理 

• 定期健康診断の受診や治療中の疾病の継続治療の他、骨密度検査などの受診。 

• 薬が変わったときはめまいやふらつきなどの副作用が出やすいので注意する。 

• 栄養バランスの取れた食事を心がけ、適度な休息をとる。 

◆ 靴の選定：滑りにくい靴底の靴、足にフィットし、疲れにくい靴を選ぶことも重要。 

◆ 運動習慣：生活にウォーキングやストレッチなどの軽い運動を取り入れ、痛みや負担のない範囲で

筋力トレーニングやバランス訓練を定期的に行う。 

◆ 骨粗しょう症検診の受診 

• 骨粗しょう症は早期発見が重要。定期的に検診を受け、必要に応じて治療を行う。 

 

 

高齢労働者が従事する業務に、単純作業や繰り返し 

動作を伴うものが多くある 

➜ 疲労,集中力の低下による転倒リスクが高まる 

 

 

 

 

 

環境/作業内容 要因 

季
節
や
時
間
帯
に
よ
っ
て
も
環
境
は
異
な
る 

 

企業：適切な労働環境を提供することが求められる 

個人：日常生活に転倒防止のための習慣を取り入れる 

➤ 安全な職場づくりは事業者と労働者の協力が必要で、協力の上に安全で健康な働き方を実現 






